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再生可能エネルギー政策の研究に対して 

千葉大学から日本初となる博士【公共学】の学位を授与 

 

 

 2011 年 9 月 28 日、本学大学院人文社会科学研究科博士後期課程から、日本初とな

る博士（公共学）の学位授与者を輩出いたしました。 

 授与者となった馬上 丈司氏は、本研究科在学中、「再生可能エネルギー政策におけ

る地方自治体の役割に関する研究」についての博士論文を執筆。当該論文は、わが国

の再生可能エネルギー政策が転換期を迎える中で政策主体としての地方自治体の役割に

注目し、制度分析に加えて「エネルギー永続地帯指標」による国内の再生可能エネルギー

利用の現状や、ポテンシャル、経済性の分析を行い、更に都道府県に対する政策調査や現

地調査を通して現行施策の問題点を提示したものです。そして、地方自治体が再生可能エ

ネルギー利用の拡大にあたって果たしうる役割を整理し、その上で制度的な補完要素とし

て「地域再生可能エネルギー機構」の設置案を提示し、わが国の再生可能エネルギー政策

が今後とるべき方向性について論じています。 

それらの研究成果が博士（公共学）の学位を取得するに値するものであることを認

め、今回、日本初となる当学位を当該院生に授与することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合せ先 

 千葉大学倉阪研究室 

Tel：043-290-3585 Fax：043-290-3585 

E-mail：kurasaka@hh.iij4u.or.jp 

ニュースリリース 


